
 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

   

 

 

 

 

 

 

２０２４年２月２２日 発行 

組合員活動 NEWS 
Ｎo．11 集まろう！ 話そう！ つながろう！ 

 2 月 9 日（金）山陽小野田ブロック・山陽支部が「虹のバレンタイン宣伝行動」を行いました。 

場所はマルキュウ厚狭店。コロナ禍以前は事業所と地域の協同のとりくみとして毎年開催していま

した。実に数年ぶりとなるこの日は、健康チェック（骨密度、血圧、体組成、握力）を中心に地域

活動の紹介、事業所案内など 2 時間で 26 名の参加がありました。その中には「ちょうど体操の集

まりが地元でないか探していたところなの・・」という方もおられ、今後の活動参加へのきっかけ

ができました。生協小野田診療所を紹介すると「あそこの先生はいいよね」と厚狭地域でも評判で

した。地域住民がよく利用されるお店のため、要員参加の組合員さんの知り合いも多く、和やかな

雰囲気で活動できました。健康チェックで地域の健康意識を高める機会につなげ、私たち医療福祉

生協がかかげる社会保障改善運動をアピールする機会となりました。 

今週は雨模様となり、寒暖差もあって体調管理の大変な一週間となりましたね。 

さて、年度末までひと月余りです。支部は現時点の全国４課題到達状況を確認し、新たなつながりを

つくる視点で、さいごまで総達成をめざしましょう。 

仲間ふやしは全体で７００名を越えました。総代会で「健文会・２万人組合員の早期実現～２年目」

の飛躍をめざす年にかかげています。さらに一歩、大きな組織に近づけるようもうひとがんばりしま

しょう。仲間ふやしの目標達成は、事業所の牽引が大きなカギを握っています。組合員利用率をさら

に高める意識で、対象者に「組合員の事業所だから組合員になって利用してください」と積極的に声

をかけましょう。また、この機会に未加入の職員さんはぜひ、生協人の仲間になって下さい。また、

一人ひとりがこの機会に家族・知人を誘い合って少しでも積み上げを図っていきましょう。 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

西岐波支部は、１月２６日、活動拠点の西岐波の萩原団地集会所で健康 

教室を開催しました。支援部の山本理学療法士が指導しました。ストレッ 

チを中心に、肩や股関節を伸ばしていきます。次の日にはお腹や太ももの 

裏側が筋肉痛になりました。普段から身体を動かすよう意識しないといけませんね。 

会のなかでは今回新運営委員Ｎさんに出番がまわってきました。ハンセン病患者が綴った詩

の朗読や篠笛の演奏披露もあり、参加者はしばし聞き入りました。 

 

 

ご近所福祉サロン・にじ～物づくり班 

なんと、今回は味噌づくりにチャレンジ！ 

２月７日、ご近所福祉サロン・にじにて、恩田支部と西岐波支

部の女性７名が支部を越えて集い、味噌づくりを体験しました。 

Ｉさんがこの日のために自宅で煮てこられた大豆をみんなで潰

してから米麴と混ぜ合わせ樽に仕込みをしました。 

完成までは約半年間寝かせないといけないため、樽はしばら

くの間にじの家で保管します。半年後に完成するのがいまから

楽しみですね♪できあがった味噌で今度はどんな集まりができ

るかな～？ 

サポーター増資＆積立出資金     

キャンペーン 進捗状況 
    

★ 支部の到達 新規８名 ／（５０名目標） 

（恩田中央１・岬３・新川鵜ノ島（１）・ 

高千帆１・山陽１・山口１）  
 

★ 事業所の到達 ４名 ／（５０名目標） 

[内 訳]   

新規 ２名（外来医事課）    

増額 ２名（支援センター）・（事務長室）  

 


